


１．はじめに

２．フードツーリズムの意味と観光効果
２－１．フードツーリズムが意味するもの
２－２．日本のフードツーリズム―その観光効果とは（直接的＆間接的）ー

３．フードツーリズムの現状（日本と.海外との比較）
・フードツーリズムのポジション比較（日本vs.オーストラリア）
・フードツーリズム・キャンペーンの実施比較（日本vs.中国）
・「フードツーリズムの国・韓国」のマーケティング戦略

４．日本でのフードツーリズム、その活用と地域活性化へ[その１]
[日本の官民が推進すべき基本政策―政府・地方自治体・民間企業]

・「フードツーリズムのプロモーション＆情報発信に工夫を！」
・「フードツーリズムへの推進支援制度」
・「民間」（日本版DMO、地場旅行業・ボランティア・ローカルガイド）」による推進策
・フードツーリズムを熟知した「観光系留学生」の養成

５．日本でのフードツーリズム、その活用と地域活性化へ[その２]
５－１．「フードツーリズム」＋「◯◯ツーリズム」とウィンウィンの関係に！

[MICE・フラワーツーリズム・温泉・ロングステイ・クルーズ・IR(統合型リゾート)]
５－２．「広がる！ 日本のフードツーリズム」
・「農業活性化とともに」（フルーツ狩り）
・「1泊２食」から「泊食分離」に！（地域連携の重要性）
・「1日3食からの脱皮」（地産地消の推進）

６．最後に（TWOWAY TOURISMのススメー日本人よ、もっと海外へ）
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⑵
日
本
に
お
け
る
「
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
」―

―

そ
の
効
果
は
（
直
接

的
＆
間
接
的
）

　
「
日
本
の
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
追
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
重
要
視
し
地
域
活
性

化
の
道
を
た
ど
る
と
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
で
き
る
か
を
考
え
て
み

た
い
。

　

直
接
的
に
は
、
①
観
光
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
付
加
価
値
を
増

し
、
②
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
的

に
も
観
光
競
争
力
を
増
強
さ
せ
、
③

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
刺
激
剤
と
な

り
、
④
長
期
滞
在
（
延
泊
）
を
促
進

さ
せ
る
よ
う
な
効
果
を
高
め
、
⑤
低

価
格
志
向
へ
の
歯
止
め
と
な
る
役
割

を
演
じ
、
⑥
毎
日
の
食
と
い
う
観
点

か
ら
、
年
間
〝
活
性
化
〟
を
推
し
進

め
オ
フ
・
シ
ー
ズ
ン
の
解
消
と
な
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
⑦
食
・
食
文
化
が
老
若

男
女
を
問
わ
な
い
と
な
れ
ば
、
全
て

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
セ
グ
メ
ン
ト
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

⑧
年
間
を
通
じ
シ
ェ
フ
な
ど
の
料
理

関
係
者
や
ガ
イ
ド
関
係
者
が
増
え
れ

ば
、
雇
用
創
出
面
で
の
安
定
が
図
ら

れ
、
も
し
、
ヤ
ン
グ
層
が
多
け
れ
ば

地
域
で
の
活
性
化
が
さ
ら
に
進
む
こ

と
に
な
る
。

　

他
方
、
間
接
的
に
は
ど
う
か
。
①

外
国
人
に
よ
る
日
本
や
地
域
へ
の

食
・
食
文
化
へ
の
理
解
が
促
進
さ
れ

る
し
、②
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
も
、

新
た
な
食
・
食
文
化
の
創
出
や
意
識

面
で
の
誇
り
が
出
て
、
地
域
の
愛
着

心
へ
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

今
後
、
ど
こ
の
国
や
地
域
に
と

っ
て
も
ま
す
ま
す
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
」の
競
争
が
激
化
し
て
こ
よ
う
。

世
界
的
に
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
重

要
な
観
光
戦
略
の
1
つ
と
し
て
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
し
、
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
展
開
さ
せ
る
国
や
地
域
に

観
光
客
は
や
っ
て
く
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状

（
日
本
と
海
外
と
の
比
較
）

　

近
年
、日
本
人
の
国
内
旅
行
者
は
、

「
宿
泊
旅
行
」、「
日
帰
り
旅
行
」
と

も
伸
び
悩
む
。
最
新
の
２
０
１
８
年

で
は
「
豪
雨
、
地
震
等
の
災
害
が
相

次
い
だ
こ
と
や
、
台
風
や
猛
暑
等
の

天
候
要
因
の
影
響
等
に
よ
り
、減
少
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
観
光
庁
「
観

光
白
書
２
０
１
９
」）。
原
因
と
し
て

は
、
日
本
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

影
響
し
て
い
る
上
に
、
海
外
旅
行
の

低
廉
化
で
伸
び
な
い
側
面
も
あ
る
。

団
体
旅
行
が
減
少
し
、
個
人
な
ど
の

旅
行
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、「
か

に
ツ
ア
ー
」
や
「
ふ
ぐ
料
理
旅
行
」

な
ど
の
手
軽
な
「
食
」
ツ
ア
ー
が
出

て
、
国
内
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
刺
激

を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
伸
び
な
い

国
内
旅
行
で
あ
る
が
、
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
と
り
期
待
の
デ
ー
タ
が
あ

る
。
㈶
日
本
交
通
公
社
「
旅
行
年
報

２
０
１
９
」
で
は
「
旅
行
先
別
の
最

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
」
の
第

一
位
は
「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る

こ
と
」（
17
・
９
％
）
で
あ
る
。
第

二
位
は
「
温
泉
に
入
る
こ
と
」

（
14
・
５
％
）、
第
三
位
は
「
自
然
景

観
を
見
る
こ
と
」（
12
・
２
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
以
前
は

「
温
泉
」
な
ど
が
首
位
だ
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
、「
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
」
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
フ

ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
ま
ま
継
続

さ
れ
そ
う
な
状
況
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
海
外
に
お
け
る
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
日
本
と
比
較
し

て
ど
う
か
。
時
折
、
世
界
の
情
報
が

入
っ
て
く
る
が
「
食
」
で
注
目
す
る

国
々
が
あ
る
。
個
人
的
に
も
、長
年
、

「
食
＋
旅
」
の
融
合
ツ
ア
ー
を
試
み

て
き
た
縁
の
深
い
国
々
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
韓
国
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
概

観
し
た
い
。

●
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
比
較（
日
本
VS.
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　

ロ
ブ
ス
タ
ー
、
オ
イ
ス
タ
ー
、
ク

ラ
ブ
（
蟹
）
な
ど
の
海
の
幸
の
「
食
」

を
前
面
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
観

光
立
国
の
道
を
走
っ
て
い
る
。
移
民

の
国
と
し
て
世
界
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク

料
理
」
も
加
え
、
海
外
客
を
魅
了
し

て
い
る
。
歴
史
上
の
建
造
物
は
多
く

は
な
い
が
、
魅
力
あ
る
「
食
」
の
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

さ
て
、
興
味
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が

双
方
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
。
１

つ
は
日
本
政
府
観
光
局
に
よ
る
「
訪

日
外
国
人
旅
行
者
が
今
回
し
た
こ
と

と
、次
回
し
た
い
こ
と
」（
図
表
４
）。

他
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

（T
O
U
R
ISM

　

A
U
ST
R
A
LIA

）

の
「N

ot	visited	A
ustralia	

＆	
V
isited	A

ustralia

」（
図
表
５
）

で
あ
る
。
前
者
は
、
日
本
の
「
食
」

に
関
し
て
「
次
回
し
た
い
こ
と
」
の

№
１
に
「
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
」

が
56
・
７
％
と
高
い
数
字
を
示
し
、

「
今
後
、
日
本
は
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
多
く
の
訪

日
客
誘
致
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
後
者
は
、「
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
順
位

は
何
番
目
か
？
」
と
い
う
質
問
で
、

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
を
活
性
化
す
る 

●

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
活
性
化

大
阪
観
光
大
学
名
誉
教
授
／
元
・
桜
美
林
大
学
教
授　　
　

鈴　

木　
　
　

勝
《２》
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左
は
、未
訪
問
者
の
ラ
ン
キ
ン
グ（
６

位
）
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
、
訪
問

し
た
人
の
ラ
ン
キ
ン
グ
。そ
の
結
果
、

訪
問
旅
行
者
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
№
２
の
位

置
」
の
評
価
を
示
す
。
こ
の
結
果
を

積
極
的
に
、
発
信
し
て
い
る
。「（
外

国
人
に
は
）
世
界
の
人
々
か
ら
こ
ん

な
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
！
」、
そ
し
て
、「（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
に
は
）
も
っ
と
プ
ラ
イ
ド
を

持
ち
な
さ
い
！
」
と
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
の
姿
勢
を
日
本
政
府
と
比
較
す

る
と
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の

う
ま
さ
」
や
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
の
熱
意
」
で
は
、
ど
う
や
ら
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
軍
配
が
上
が

り
そ
う
だ
。

　

そ
の
せ
い
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
観
光
局
や
各
州
観
光
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
食
」
の
宣
伝
が
あ

ち
こ
ち
に
登
場
し
、
ま
た
、
種
々
の

観
光
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
特

に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ

「
食
」
の
分
析
が
多
い
。

●
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
比
較
（
日
本
VS.
中
国
）

　

中
国
政
府
は
、
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

少
し
古
い
が
２
０
０
３
年
を
「
中
華

料
理
王
国
の
旅
」
と
名
付
け
、
宣
伝

を
展
開
さ
せ
た
。
そ
の
頃
、
日
本
の

中
国
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
こ

の
よ
う
な
料
理
が
賑
や
か
で
あ
っ

た
。「
北
京
ダ
ッ
ク
」、「
宮
廷
料
理
」、

「
薬
膳
料
理
」
な
ど
の
伝
統
料
理
に

加
え
て
、「
麺
を
極
め
る
」、「
点
心

を
極
め
る
」、「
旬
の
一
皿
・
上
海
ガ

ニ
」、「
餃
子
宴
」
な
ど
の
「
食
在
中

国
」を
ア
ピ
ー
ル
し
た
も
の
。
ま
た
、

特
別
プ
ラ
ン
で
は
、
北
京
の
人
民
大

会
堂
や
釣
魚
台
国
賓
館
な
ど
で
は
、

国
賓
級
メ
ニ
ュ
ー
も
可
能
で
、
国
際

会
議
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ･

ツ
ア
ー

で
活
用
さ
れ
た
。
日
本
が
、
や
っ
と

「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
で
訪
日
客
誘
致
に
力
を
入
れ

始
め
た
頃
で
あ
っ
た
。
中
国
は
、
国

際
観
光
の
振
興
に
早
く
か
ら
目
覚

め
、「
食
」で
も
活
発
に
動
い
て
い
た
。

●
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
国
・
韓

国
」
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

　

最
近
の
日
本
人
海
外
旅
行
者
は
、

１
年
間
に
１
８
０
０
万
人
を
超
え
る

が
、時
折
、「
旅
行
目
的
ラ
ン
キ
ン
グ
」

が
発
表
さ
れ
る
。「
現
地
グ
ル
メ
」

や
「
本
場
の
料
理
を
食
べ
た
い
」
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
首
位
」
を

争
う
の
は
、「
韓
国
」
と
「
台
湾
」

で
あ
る
（
㈶
日
本
交
通
公
社
「
旅
行

年
報
２
０
１
９
」
な
ど
）。
韓
国
観

光
公
社
の
日
本
人
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
殊
の
外
、「
食
」
の
記
事
が

多
い
（
図
表
６
）。
日
本
人
の
心
を

捉
え
た
メ
ニ
ュ
ー
や
表
現
も
多
い
。

目
次
だ
け
を
拾
っ
て
み
よ
う
。「
代

表
的
な
韓
国
料
理
」、「
韓
国
料
理
の

出典：観光庁〔訪日外国人の消費動向〕「平成30（2018）年 年次報告書」（2019.3）
％
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図表４　「訪日外国人旅行者が今回したことと、次回したいこと
（2018）」アンケート　「数字が語る旅行業 2019」（ＪＡＴＡ）

材
料
」、「
韓
国
料
理
の
種
類
」、「
韓

国
料
理
レ
シ
ピ
」、「
レ
ス
ト
ラ
ン
検

索
」、「
厳
選
！
う
ま
い
も
ん
マ
ッ

プ
」、「
菜
食
主
義
情
報
ひ
ろ
ば
」、「
韓

国
絶
品
グ
ル
メ
30
選
」
な
ど
で
、
検

索
す
る
と
ま
だ
続
く
。
日
本
語
版
以

外
の
「
中
国
語
版
」
や
「
英
語
版
」

を
見
て
驚
き
で
あ
る
。「
グ
ル
メ
」

の
記
載
場
所
で
あ
る
。
日
本
人
に
と

っ
て
、
グ
ル
メ
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
以

上
に
関
心
が
高
い
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
て
お
り
上
位
に
置
き
、
し

か
も
記
載
メ
ニ
ュ
ー
も
多
い
。
中
国

人
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
傾
向
が
グ
ル
メ

よ
り
強
い
こ
と
を
知
り
、
こ
ち
ら
が

上
位
で
あ
る
。欧
米
系
の
人
々
に
は
、

日
本
人
、
中
国
人
と
違
っ
た
意
向
と

判
断
し
、
２
項
目
は
か
な
り
後
順
位

に
置
く
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
秀
で
た
韓
国
観
光
公
社
の
東
京

支
社
長
が
、
日
本
側
の
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
Ｐ
Ｒ
に
率
直
な
意
見
を
述

べ
て
い
る
（
観
光
経
済
新
聞
２
０
１

８
年
10
月
３
日
）。

　
「
外
国
人
目
線
で
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
だ
が
、
地
方
が
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｒ

の
手
法
が
、
ど
れ
も
似
て
い
る
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
海
の
幸
を
強
調
し
て

宣
伝
し
て
い
る
が
、
外
国
人
か
ら
見

れ
ば
、
全
て
同
じ
も
の
に
見
え
て
い

る
。地
域
別
で
の
差
別
化
が
必
要
だ
」

と
。

	

（
つ
づ
く
）　

図表５　「オーストラリア政府観光局 Tourism Australia」アンケート
資料　Tourism Australia [Gourmet Tourism is growing]

図表６　韓国観光公社ホームページ
「カテゴリー順番（日本語版・中国語版・英語版）」

1 2 3 4 5 6 7

日本語 観光スポット テーマ

コース

グルメ ショッピング 宿 泊 アクセス 韓国について

中 国 語
（簡体）

観光スポット テーマ

コース

ショッピング グルメ アクセス 宿 泊 韓国について

英 語 観光スポット テーマ

コース

アクセス 宿 泊 グルメ ショッピング 韓国について
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日
本
で
の
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、そ

の
活
用
と
地
域
活
性
化
へ（
そ
の
１
）

　
（
日
本
の
官
民
が
推
進
す
べ
き
基

本
政
策―

政
府
・
地
方
自
治
体
・
民

間
企
業
）

●
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
＆
情
報
発
信
に
工
夫

を
！
」

　

特
色
あ
る
「
食
」
を
有
し
な
が
ら
、

日
本
が
〝
も
う
一
歩
〟
の
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
国
で
あ
る
の
は
、
特
に
、

海
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
不
足
で
、
も
う

少
し
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。
成

功
へ
の
鍵
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　

提
案
１　

重
点
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施　

政
府
や
地
方
自
治
体
の
振
興
の

旗
振
り
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
〝
横
並

び
主
義
〟
が
続
い
て
き
た
。
全
体
的

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
２
０
０
３
年
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
ス
タ
ー
ト
時
は
「Y

okoso!	
Japan

」
で
あ
っ
た
。
次
に
、
２
０

１
０
年
か
ら
、〝Japan.	E

ndless	
D
iscovery

〟（「
尽
き
る
こ
と
の
な

い
感
動
に
出
会
え
る
国
、
日
本
」
と

の
意
）
で
あ
る
。
並
列
的
に
種
々
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱
っ
て
き
た
が
、
力

点
を
置
い
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち

出
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。
特
に
、

「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
関
し
て
、

外
国
人
に
は
種
々
の
情
報
が
上
手
に

伝
達
さ
れ
て
い
な
い
。「〝
訪
日
客
が

選
ん
だ
〟
日
本
五
大
（
も
し
く
は
十

大
）
食
」
な
ど
と
打
ち
出
し
印
象
強

く
さ
せ
る
手
法
が
あ
る
。

　

提
案
２　
「
官
民
の
一
体
セ
ー
ル

ス
」　
「
食
」
プ
ロ
に
よ
る
提
案
型
の

国
内
・
海
外
セ
ー
ル
ス
を
活
発
に
す

べ
き
だ
。
特
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
国
際

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
を
活
性
化
す
る 

●

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
活
性
化

大
阪
観
光
大
学
名
誉
教
授
／
元
・
桜
美
林
大
学
教
授　　
　

鈴　

木　
　
　

勝
《３》

宿泊客

日帰り客

%15.601194164他のそ

102.93%

%71.98824084費学見

%65.001384,7144,7人/）円（額総出支

%20.111279,2776,2費食飲

%12.09334,2796,2費品産土

951,1621,1費通交

%95.39879540,1他のそ

Ｈ29年 Ｈ30年 H30年/H29年

%60.401276,81349,71費泊宿

868,5352,5費食飲

85.29%

%24.19210,1701,1費学見

409,2504,3費通交

111.71%

%14.39852,5926,5費品産土

H30年/H29年

%09.001296,43283,43人/）円（額総出支

Ｈ29年 Ｈ30年

図表７　観光消費額（高山市商工観光部観光課「平成30年（2018年度）」）

会
議
や
報
償
旅
行
な
ど
）
の
促
進
で

は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の
種
類
、
メ

ニ
ュ
ー
を
ビ
デ
オ
な
ど
で
紹
介
す
れ

ば
効
果
を
示
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ー
フ
ー
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
社
長

に
よ
る
日
本
セ
ー
ル
ス
が
効
果
を
発

揮
し
て
い
た
。
現
在
、
大
都
市
の
旅

行
会
社
中
心
が
多
く
、
ま
た
、
外
資

系
旅
行
社
へ
の
依
存
が
強
く
、直
接
、

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
姿
勢
が
弱
い
。
海
外
交
渉
は
、
現

地
旅
行
社
の
ト
ッ
プ
面
談
の
み
な
ら

ず
、
実
際
の
訪
日
ツ
ア
ー
企
画
担
当

者
に
会
い
、
地
域
の
魅
力
を
強
調
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
加
え
て
、
担
当

者
レ
ベ
ル
で
は
、
回
数
多
く
訪
問
す

る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
時
、
知
事
が

北
京
へ
訪
問
し
、
主
催
パ
ー
テ
ィ
ー

だ
け
で
な
く
、
宿
泊
数
、
国
籍
別
客

層
、
旅
行
形
態
、
各
種
消
費
額
な
ど

ま
で
調
査
し
、
こ
れ
ら
を
迅
速
に
継

続
的
に
発
表
さ
れ
て
い
た
ら
模
範
的

な
自
治
体
と
言
え
る
。
左
記
（
図
表

７
）
は
、
毎
年
４
月
に
、
必
ず
発
表

さ
れ
る
「
高
山
市
」
の
観
光
統
計
で

あ
る
が
、
日
本
で
先
進
的
な
事
例
が

多
く
、「
宿
泊
客
や
日
帰
り
客
の
飲

食
費
は
ど
の
く
ら
い
か
？
」
ま
で
も

あ
り
、
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し

て
参
考
に
な
る
。

　

さ
ら
に
「
多
言
語
で
情
報
発
信

を
！
」
と
呼
び
掛
け
た
い
。
消
費
者

情
報
が
主
流
と
な
る
が
、
海
外
の
観

光
プ
ロ
へ
の
情
報
提
供
も
重
要
で
あ

る
。
特
に
、観
光
統
計
に
関
し
て
は
、

英
語
で
の
新
た
な
デ
ー
タ
が
海
外
の

で
〇
〇
ブ
ラ
ン
ド
の
和
牛
肉

を
振
る
舞
っ
た
が
、
企
画
担

当
の
旅
行
社
社
員
が
そ
の
美

味
に
感
嘆
し
た
が
、
そ
れ
以

降
、
セ
ー
ル
ス
担
当
の
官
民

は
誰
も
来
な
い
。
も
し
セ
ー

ル
ス
が
あ
れ
ば
、
そ
の
ビ
ー

フ
を
組
み
込
ん
だ
新
企
画
ツ

ア
ー
が
で
き
た
に
違
い
な
い

と
の
話
を
聞
い
た
。
日
本
側

の
〝
詰
め
〟
を
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

提
案
３
「
訴
え
か
け
る
観

光
統
計
を
＆
多
言
語
で
の
情

報
発
信
を
！
」　

観
光
振
興

を
す
る
地
域
が
多
い
が
、
本

当
に
真
剣
で
あ
る
か
の
〝
判

断
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
〟
は
「
観

光
統
計
」
で
は
な
い
か
。
例

え
ば
、
都
道
府
県
庁
や
市
役

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
観

光
統
計
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
毎
年
、
訪
問
者
数
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〝
穴
場
的
存
在
〟
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

●
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
熟
知
し
た

「
観
光
系
留
学
生
」
の
養
成

　

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
軸
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材
養

成
は
簡
単
で
は
な
い
。
現
在
、
多
く

の
大
学
に
観
光
系
学
部
・
学
科
に
留

学
生
が
い
る
が
、
彼
ら
を
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
仕
掛
け
人
」
に
養
成
す
る
提

案
は
ど
う
か
。
特
に
、
訪
日
客
ツ
ア

ー
企
画
、海
外
へ
の
情
報
発
信
、「
食
」

分
野
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
て

も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

留
学
中
の
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
実
習
的
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
の
訓

練
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
家
資

格
の
旅
行
業
務
管
理
者
試
験
（
国
内

旅
行
や
総
合
旅
行
な
ど
）
の
取
得
に

奨
学
金
制
度
を
設
け
た
り
、
労
働
許

可
取
得
に
便
宜
を
与
え
る
手
法
な
ど

も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
に
は
将

来
的
な
期
待
も
あ
る
。
日
本
で
観
光

プ
ロ
に
な
れ
ば
、
そ
の
後
、
本
国
に

帰
り
日
本
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
す

る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
他
、「
ワ
ー

キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
」
の
海
外

の
若
者
を
、
単
な
る
ア
ル
バ
イ
ト
で

な
く
本
格
的
な
「
食
」
プ
ロ
と
し
て
、

地
域
の
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
巻
き

込
む
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

	

（
つ
づ
く
）　

区 分 取扱額(千円) 取扱額シェア(％)

海外旅行 2,121,453,478 40.6

外国人旅行（＊） 241,407,128 4.6

国内旅行 2,861,781,045 54.8

合計 5,224,641,650 100.0

図表８　「2018 年度主要旅行業者の旅行取扱状況年度総計（速報）」
（２０１８年４月分～２０１９年３月分）　観光庁（２０１９年５月15日発表）

観
光
専
門
家
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
。

●
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
推
進

支
援
制
度
」

　
「
Ｅ
Ｍ
Ｄ
Ｇ
（	Export	M

arket	
D
evelopm

ents	Grants

）
と
称
さ

れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
投
資
促

進
庁
の
輸
出
企
業
助
成
制
度
で
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
に
支
出
し
た

営
業
費
用
の
一
部
を
政
府
が
補
助
す

る
支
援
策
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

シ
ー
フ
ー
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
外
国
に
セ
ー
ル
ス
出
張
を

行
う
な
ど
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。

こ
の
種
の
奨
励
策
を
、
日
本
政
府
や

地
方
自
治
体
が
導
入
で
き
れ
ば
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
事
業
に
熱
が
入
る
。
高
山
市

の
奨
励
策
「
高
山
市
お
も
て
な
し
国

際
化
促
進
事
業
補
助
金
」
を
知
っ
て

い
た
が
、
昨
年
末
に
偶
然
、
訪
問
し

た
北
海
道
弟
子
屈
町
で
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
推
進
補
助
事
業
（
補
助
金
）
を
２

０
１
０
年
か
ら
実
施
し
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
メ
ニ
ュ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

外
国
語
表
記
に
資
金
を
出
し
活
用
さ

れ
て
い
る
（
10
万
円
を
限
度
と
し

て
）」
と
い
う
。
日
本
の
各
地
で
、

助
成
制
度
が
広
ま
れ
ば
フ
ー
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。

●
「
民
間
組
織
」（
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

地
場
旅
行
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ

ー
カ
ル
ガ
イ
ド
）」
に
よ
る
具
体
的

な
推
進
策

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
こ
と
だ
が
、
現
在
、
観
光
庁
が
、

ス
イ
ス
や
ハ
ワ
イ
の
先
進
的
Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
紹
介
し
推
進
し
て
い
る
。
観
光
庁

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
『
稼
ぐ
力
』
を
引

き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と

愛
着
を
醸
成
す
る
『
観
光
地
経
営
』

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り

の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関
係

者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実

施
す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た

法
人
」
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
８
月

現
在
、
全
国
で
１
３
６
法
人
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、〝
地
域
の
稼
ぐ
力
〟

へ
の
工
夫
と
熱
意
が
も
っ
と
必
要
で

な
い
か
と
思
う
。
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

成
功
い
か
ん
が
、「
観
光
立
国
ニ
ッ

ポ
ン
へ
の
道
」
を
左
右
す
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

訪
日
客
誘
致
に
関
し
て
、
特
に
、

魅
力
あ
る
低
廉
な「
旅
行
商
品
開
発
」

や
交
通
機
関
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で

の
「
選
択
肢
拡
大
」
で
は
ま
だ
課
題

が
多
く
、
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野

の
事
項
も
少
な
く
な
い
。

　

日
本
人
対
象
の
海
外
旅
行
や
国
内

旅
行
と
比
較
し
て
、
訪
日
客
対
象
の

新
商
品
な
ど
の
提
案
が
少
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
日
系
旅
行
業
に
お
け

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
シ
ェ
ア
を
拡
大

す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
（
観
光

庁
発
表
で
は
全
体
の
「
４
・
６
％
」

で
あ
る
ー
図
表
８
）。

　

こ
の
環
境
下
で
、
自
治
体
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
、レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ
る
「
旅

行
業
立
ち
上
げ
」
が
、
第
二
種
や
第

三
種
で
増
え
つ
つ
あ
る
の
は
歓
迎
す

べ
き
で
あ
る
。
以
前
の
勤
務
校
・
桜

美
林
大
学
が
あ
る
町
田
市
で
は
、
第

三
種
旅
行
業
と
し
て
「
一
般
社
団
法

人
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
密
着
ツ
ア

ー
を
多
く
催
行
し
て
い
る
。当
初
は
、

ツ
ア
ー
運
営
や
ガ
イ
ド
教
育
、
そ
し

て
、
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

引
き
受
け
な
ど
で
苦
労
は
見
ら
れ
た

が
、
現
在
は
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
擁
し
、
種
々
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
東
京
ブ

ラ
ン
ド
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
今

後
、
訪
日
外
国
人
客
へ
の
拡
大
を
期

待
し
て
い
る
。
大
学
生
と
一
緒
に
、

日
本
語
と
英
語
の
「M

achida

グ

ル
メ
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
書
店
で

も
販
売
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
食
の

ま
ち
」
と
し
て
も
魅
力
が
あ
る
。
一

般
的
に
、「
食
」
分
野
に
関
し
て
は
、

地
場
ガ
イ
ド
で
あ
れ
ば
、「
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
旅
行
客
に
強
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
。な
ぜ
な
ら
ば
、

（＊）日本の旅行会社によるインバウンド旅行の取扱いを指す。
注）取扱額シェアは筆者が加筆。
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日
本
で
の
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、そ

の
活
用
と
地
域
活
性
化
へ（
そ
の
２
）

　

⑴（「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」＋「
◯

◯
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
関
係
に
）

　

最
近
、
多
く
の
「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
が
登
場
し
て
い
る
。
観
光
庁

は
、〝
横
並
び
的
〟
に
種
々
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
そ

ろ
そ
ろ
「
力
点
を
置
い
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
世
界
に
向
か
っ
て
打
ち
出

し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
際
、
最
初
に

実
施
す
べ
き
は
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

種
々
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
相
互
に
〝
ウ

ィ
ン
ウ
ィ
ン
〟
の
関
係
を
保
て
、
時

に
は
相
手
〇
〇
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

さ
せ
、「
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
具
体
的
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
フ
ラ

ワ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
温
泉
、
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
、
ク
ル
ー
ズ
、
Ｉ
Ｒ
（
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
）を
例
に
説
明
し
た
い
。

　
［
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
］
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
力
を

入
れ
る
国
や
地
域
が
増
え
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、会
議
（M

eeting

）、

報
奨
旅
行
（Incentive	T

our

）、

国
際
会
議
（C

onvention

）、
展
示

会
（E

xhibition

）
の
頭
文
字
を
と

っ
た
用
語
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の
際
、

ホ
テ
ル
や
会
議
場
と
共
に
「
食
」
も

厳
し
く
問
わ
れ
る
。
タ
イ
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
先
進
的
で
、
下
見
ツ
ア
ー

で
は
シ
ェ
フ
帯
同
で
、
国
際
会
議
の

料
理
を
試
食
す
る
。
大
型
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
は
、
Ｇ
７
の
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
」
や
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
で
、

宿
泊
施
設
と
同
時
に
「
食
」
の
観
点

か
ら
選
ば
れ
た
の
は
疑
い
な
い
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
開
会
式
組

み
込
み
の
報
奨
旅
行
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。東
京
以
外
の
地
域
選
択
に
は
、

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
選

ば
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
［
フ
ラ
ワ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
］　

桜
、

紅
葉
、
梅
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
の
四

季
の
花
に
魅
了
さ
れ
る
外
国
人
も
多

い
。
あ
る
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
旅
行

社
に
立
ち
寄
っ
た
。
日
本
旅
行
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
桜
と
開
花

時
期
の
あ
る
日
本
地
図
が
あ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
た
ち
は
花
を
見
に

日
本
に
多
く
来
る
。「
場
所
は
ど
こ

に
？
」。
都
市
選
択
時
に
「
食
」
の

Ｐ
Ｒ
記
載
が
あ
れ
ば
、
心
を
動
か
さ

れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
［
温
泉
］	

昨
年
末
に
宿
泊
し
た「
摩

周
・
川
湯
・
屈
斜
路
温
泉
」
で
、「
温

泉+

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
好

例
（「
湯
巡
（
ゆ
め
）
グ
ル
メ
ク
ー

ポ
ン
」）
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
は
日

帰
り
入
浴
と
グ
ル
メ
を
自
分
好
み
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
１
０
０
０
円
の
ク
ー

ポ
ン
で
、
日
帰
り
入
浴
は
６
つ
の
施

設
か
ら
、
グ
ル
メ
は
９
つ
の
店
で
使

用
可
能
。
こ
の
弟
子
屈
町
観
光
担
当

者
に
よ
れ
ば
、
最
近
、
レ
ス
ト
ラ
ン

も
旅
館
も
、
当
企
画
を
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
。
以
前
は
、宿
泊
（
利
用
）

客
の
外
部
で
の
「
食
」
に
抵
抗
感
が

あ
っ
た
が
、最
近
は
変
わ
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
人
手
不
足
に
よ
り
団

体
客
対
応
で
忙
し
く
個
人
客
に
は
十

分
で
き
な
い
。
ま
た
、「
一
泊
二
食
」

か
ら
「
泊
食
分
離
（
素
泊
ま
り
）」

を
導
入
し
て
い
る
旅
館
も
あ
る
。
一

般
的
に
ク
ー
ポ
ン
制
実
行
は
、
一
定

の
価
格
に
揃
え
た
り
す
る
な
ど
で
容

易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ー

ポ
ン
制
実
行
の
難
問
を
、「
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
克
服
し

て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
「
紅

葉
ご
当
地
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２

０
１
９
」
の
名
称
で
13
店
舗
（
ホ
テ

ル
・
旅
館
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
を
巻
き

込
み
成
功
さ
せ
た
と
い
う
。

　
［
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
］
最
近
、「
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
」
の
旅
行
形
態
が
海
外
や

国
内
で
人
気
で
あ
る
。「
同
一
場
所

に
長
く
滞
在
し
、
毎
日
の
生
活
を
通

じ
て
、
そ
の
国
・
地
域
の
文
化
、
慣

習
に
触
れ
る
旅
行
」。
海
外
で
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
や
ハ
ワ
イ
な
ど
が
人
気

で
あ
り
国
内
で
は
北
海
道
や
沖
縄
が

評
判
で
あ
る
。
物
価
が
安
い
、
気
候

が
良
い
な
ど
の
要
因
が
あ
る
が
、
こ

こ
に
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
出

番
が
あ
る
。
観
光
経
済
新
聞
（
２
０

１
８
年
11
月
29
日
）
で
は
、
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
経
験
者
の
意
見
で
は
、「
現

地
の
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
だ
っ

た
か
」
の
№
１
は
、「
推
奨
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
、
飲
食
店
の
情
報
」
と
あ

る
。
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
誘
致
が
盛
ん
だ

が
、
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
Ｐ
Ｒ
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
［
ク
ル
ー
ズ
］
現
在
、
政
府
は
ク

ル
ー
ズ
を
熱
心
に
誘
致
し
て
い
る

が
、
中
国
の
格
安
ク
ル
ー
ズ
を
先
頭

に
、
現
地
に
経
済
的
貢
献
が
乏
し
い

と
苦
情
が
あ
る
。こ
の
解
決
策
を「
フ

ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
提
示
し
て
く

れ
る
。
現
在
、圧
倒
的
に
「
日
帰
り
」

が
多
い
が
、「
食
」
を
前
面
に
出
せ

ば
「
地
産
地
消
ラ
ン
チ
」
や
「
食
べ

歩
き
」
の
消
費
面
で
期
待
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
乗
下
船
港
に
選
ば
れ

る
よ
う
に
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
高
く
掲
げ
る
こ
と
で
あ
る
。他
方
、

「
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
」（「
途

中
の
港
で
降
り
、
別
の
港
で
乗
船
す

る
」）
を
誘
致
で
き
る
の
は
「
食
」

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
を
活
性
化
す
る 

●

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
活
性
化

大
阪
観
光
大
学
名
誉
教
授
／
元
・
桜
美
林
大
学
教
授　　
　

鈴　

木　
　
　

勝
《４》
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の
関
係
を
保
持
し
助
け
合
う
場
合
が

多
い
。
海
外
で
は
マ
カ
オ
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
有
名
で
、双
方
と
も
「
食
」

で
も
魅
力
的
で
旅
行
客
誘
致
の
キ
ー

に
な
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
れ
ば
、「
Ｉ
Ｒ
」

で
の
賑
わ
い
を
加
速
さ
せ
そ
う
で
あ

る
。

　

⑵
「
広
が
る
！　

日
本
の
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
」　

●
「
農
業
活
性
化
と
と
も
に
」（
フ

ル
ー
ツ
狩
り
）

　

桃
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
み
か
ん
、
ぶ

ど
う
、
い
ち
ご
な
ど
の
「
フ
ル
ー
ツ

狩
り
」
を
、
訪
日
客
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
れ
ば
、
日
本
観
光
の
力
は
さ
ら
に

増
す
。
最
近
、「
観
光
農
園
」
が
訪

日
客
の
人
気
を
得
つ
つ
あ
る
。
生
産

者
は
、
本
来
の
営
業
に
加
え
観
光
農

園
で
の
利
益
を
得
ら
れ
る
。
道
の
駅

な
ど
の
国
内
販
売
に
加
え
て
、
海
外

輸
出
へ
も
繋
が
る
。
こ
れ
は
旅
行
会

社
の
「
外
国
人
向
け
フ
ル
ー
ツ
狩
り

図表９　「外国人向けフルーツ狩りツアー（年間）」

資料）KINTETSU　Int’ l

ツ
ア
ー
」
で
あ
る
（
図
表
９
）。

　

現
在
、観
光
農
園
は
多
く
な
い
が
、

今
後
、
工
夫
に
よ
り
日
本
の
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
も
拡
大
し
そ
う
だ
。
ど

の
よ
う
な
方
法
か
。
①
英
語
や
そ
の

他
言
語
で
の
情
報
発
信
が
重
要
、
次

に
②
最
近
は
個
人
客
が
増
え
つ
つ
あ

り
丁
寧
な
情
報
が
必
要
、
さ
ら
に
③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
記
載
は
、
営

業
時
間
、
予
約
・
取
消
方
法
、
料
金
、

ア
ク
セ
ス
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
方
法
、

施
設
な
ど
、こ
れ
ら
の
準
備
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
７
月
の
山
形
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
の
経
験
か
ら
、
施
設
は

普
段
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
ト
イ
レ
の

清
潔
さ
に
は
注
意
を
払
い
た
い
。
ま

た
、
最
低
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
態
勢
が
望
ま
し
い
。

●
「
１
泊
２
食
」
か
ら
「
泊
食
分
離
」

に
！
（
重
要
な
地
域
連
携
）

　
「
１
泊
2
食
付
き
」
は
旅
館
の
基

本
だ
が
旅
行
の
個
人
化
や
多
様
化

で
、
加
え
て
、
訪
日
客
増
加
で
「
部

屋
代
の
み
（
食
事
な
し
の
素
泊
ま

り
）」
が
増
え
て
い
る
。
観
光
庁
は
、

２
０
１
８
年
に
「
泊
食
分
離
」
の
導

入
を
促
す
方
針
を
出
し
た
。
訪
日
客

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
、
さ
ら
に
旅
館

の
稼
働
率
ア
ッ
プ
を
狙
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
稼
働
率
が
上
昇
し
て

も
旅
館
に
と
り
必
ず
し
も
収
益
改
善

が
図
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
外
部
レ

ス
ト
ラ
ン
と
の
地
域
連
携
が
重
要
で

あ
る
。
加
え
て
、
競
合
関
係
の
宿
泊

施
設
と
の
連
携
で
ミ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン

制
な
ど
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
賑
や
か
な
「
食
の
ま

ち
」に
変
身
で
き
る
道
も
出
て
く
る
。

●
「
１
日
３
食
か
ら
の
脱
皮
」（
地

産
地
消
の
推
進
）

　

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
志
摩
観
光
ホ

テ
ル
元
総
支
配
人
兼
総
料
理
長
の
高

橋
忠
之
氏
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
た

（「
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
６

―

食
文
化
と
ツ
ー
リ
ズ
ム―

」
報
告

書
）。

　
「
旅
館
も
ホ
テ
ル
も
大
体
企
画
は

一
泊
二
食
な
の
で
す
。
私
は
一
泊
八

食
な
の
で
す
。
八
回
食
べ
ら
れ
る
の

で
す
。
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
な
ら
ば
、

太
陽
の
輝
き
と
共
に
焼
き
た
て
の
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
香
り
豊
か
な
カ
フ

ェ
・
オ
・
レ
は
い
か
が
で
す
か
。
９

時
ぐ
ら
い
に
今
朝
は
私
ど
も
の
漁
師

が
取
っ
て
き
た
キ
ス
を
フ
ラ
イ
と
庭

で
と
っ
た
レ
モ
ン
で
と
。
そ
し
て
ラ

ン
チ
、
そ
れ
は
「
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ

ー
」
で
も
い
い
の
で
す
。
そ
し
て
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
。
私
た
ち
の
修
行
時
代

と
い
う
の
は
、
皆
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・

ア
・
ラ
・
モ
ー
ド
と
コ
ー
ヒ
ー
か
紅

茶
で
、
冨
士
屋
ホ
テ
ル
も
金
谷
ホ
テ

ル
も
そ
う
だ
っ
た
。そ
れ
で
食
前
酒
。

今
の
志
摩
だ
っ
た
ら
的
矢
の
か
き
に

白
ワ
イ
ン
、
キ
ャ
ビ
ア
と
シ
ャ
ン
パ

ン
で
も
い
い
の
で
す
。
そ
し
て
晩
餐

会
で
す
。
デ
ィ
ナ
ー
の
後
に
コ
ー
ヒ

ー
と
コ
ニ
ャ
ッ
ク
と
葉
巻
で
す
。
こ

れ
が
７
食
め
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

八
食
め
が
バ
ー
で
す
。
バ
ー
で
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」。

　

旅
館
に
よ
る「
泊
食
分
離
」の〝
素

泊
ま
り
〟
が
日
本
で
拡
大
傾
向
に
あ

る
一
方
、
ホ
テ
ル
に
よ
る
「
１
泊
２

食
」
や
「
１
泊
８
食
」
も
選
択
肢
に

加
え
れ
ば
、「
地
産
地
消
」
が
進
展

す
る
。
同
時
に
、
日
本
の
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

結
語
に
代
え
て

（T

ツ

ー

ウ

ェ

イ

W
O

W
AY T

ツ

ー

リ

ズ

ム

O
U

RISM

の
ス
ス

メ
ー
日
本
人
よ
、
も
っ
と
海
外
へ
）

　
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
を
考
え
て
き
た

が
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
誘
致
の

側
面
だ
け
見
て
い
て
は
推
進
で
き
な

い
。
常
に
、
世
界
の
観
光
動
態
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

特
に
、地
域
の
人
々
が
海
外
に
出
て
、

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
察
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
の
地
域
に
適
し
た
海
外
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
探
し
、
そ
こ
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
フ

ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
者
は
、
行
政

や
旅
行
業
と
違
っ
た
観
点
か
ら
、
海

外
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
る
必
要
が
あ

る
。T

W
O
W
A
Y
	T
O
U
RISM

の

双
方
向
交
流
が
重
要
で
、
地
域
の
人

こ
そ
、
頻
繁
に
海
外
に
行
く
こ
と
を

望
み
た
い
。

	

（
お
わ
り
）　

だ
と
思
う
。

新
幹
線
で
便

利
に
な
っ
た

北
陸
金
沢
港

は
、「
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
観
点

で
参
考
に
な

る
。

　
［
Ｉ
Ｒ
］

「
Ｉ
Ｒ
カ
ジ

ノ
」
議
論
が

巷
間
を
賑
わ

せ
て
い
る
。

「
Ｉ
Ｒ
と
の

共
存
」
を
、

「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を

例
に
考
え
れ

ば
、
マ
イ
ナ

ス
面
が
多
く

浮
か
ぶ
。
で

は
、「
Ｉ
Ｒ
」

と
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
は

ど
う
か
。
こ

れ
は
〝
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
〟


